
 
燃料、ブレーキ装置、灯火などの装備の点検を

行いましょう。 
車が故障した場合に備えて、停止標示板、発煙

筒を準備しましょう。 
いざという時に落ち着いて行動できるように、

事前の準備が大切です。 

 
ゴールデンウィーク中は、どこの道路も混雑が予

想されます。 
イライラやあせる気持ちは、交通事故の素です。 
ゆとりある計画を立て、気持ちに余裕を持って運

転しましょう。 

 
ゴールデンウィーク中は、交通事故が多発する時期

でもあります。 
普段から通り慣れている道でも、「もしかしたら・・・

かもしれない」という気持ちを忘れずに、左右の安全確

認を徹底しましょう。 
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 大型連休を行楽やレジャー、帰省などで楽しまれる方も多いと思います。 
 普段とは違う交通状況で、安全に事故なく過ごすために、どんなことに注意し

たらいいでしょうか。 

もしかしたら、 
歩行者がくるかも 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施設の窓口で掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 
ＦＡＸ配信からインターネットのＥ-ｍａｉｌ配信に変更のご希望があれば、 

下記にご連絡ください。 また、県警ＨＰでもご覧いただけます。 
滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

いつも「車やバイクが自分を見てくれている」と思っ

て、安全確認を相手まかせにしていませんか？ 
道路を渡る前は、必ず止まって、自分の目で左右

の安全を確認し、車が来ていたら通り過ぎてから渡る

ことが大切です。 

自転車は思いのほかスピードが出ます。 
見通しの悪い交差点や、狭い道路から広い道

路に出るときは、十分速度を落とすか停止して、

安全確認をしましょう。 
事故の原因を作っているのは、あなたかもし

れませんよ。 

昨年の４月、小型特殊車（農耕車）の単独死亡事故が発生しました。 
農耕車を運転して道路を走行するときや、農耕車を後退させるときなど、周り

の状況をよく確かめましょう。 


